
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

     

 

 保土ケ谷区内の児童生徒の代表が集まり、 

いじめ問題をテーマに話し合う「横浜子ども会議」 

保土ケ谷区交流会が、８月 28日に保土ケ谷小学校の体育館で行われました。 

 本校からは６年生代表２名が参加しました。 

「あいさつ運動は、いじめをなくすために有効だから、これからもあいさつ 

で心を通わせたい。」 

「ポスターやふわふわ言葉の木などの取組があることを知りました。岩崎小 

でも取り入れたいと思いました。」 

と、各校代表児童生徒の話を聞いて、いろいろ考えたようでした。 

 これを受けて、９月２日、14日には、「岩崎小子ども会議」を実施しまし

た。子どもたちから「ふわふわ言葉を使いたい」「いじめの種を植えません」

「楽しいときこそ正しく判断する」など HAPPYな学校にする具体的な意見が

たくさん出されました。 

９月１日（火）に、総合防災訓練を行いました。総合防災訓練は、震度７

以上の大規模地震が授業中に発生したことを想定し、毎年行っています。本

年度も、気温が高い中での訓練となったため、校庭へ避難した後すぐに教室

へ戻りました。各教室に戻ったあと、災害発生時の行動や避難の際に気を付

けることについて防災チェックシートを活用しながら確認しました。また、

大雨による河川の氾濫や、浸水などの水害時の対応についても、確認をしま

した。災害はいつ起こるかわかりません。ご家庭でも、避難場所や避難経

路、防災への備えについて話し合ってみてください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本となかよし

２年生は７月９日、１年生は９月 17日に「本とな           

かよし」の時間を行いました。 

 視聴覚室に入ると、そこにはいつもとは少し違った          

雰囲気の空間が広がり、子どもたちもわくわくした様          

子でした。読み聞かせやパネルシアターを通して、子          

どもたちは本の世界に引き込まれ、夢中になって楽し          

んでいました。お話のおもしろい場面では笑顔が見ら          

れたり、次の展開にわくわくしたりする姿もあり、本          

の世界を存分に楽しんでいる様子が伝わってきました。たくさんの物語との

素敵な出会いがあり、心豊かなひとときを過ごすこと          

ができました。これからもさまざまな本に親しみなが         

ら、読書の楽しさを感じてほしいと思います。 

 

 

９月９日（水）に社会科見学で横浜に行きました。 

午前中は日本大通り駅の象の鼻から船に乗り、４５分間のクルーズをしました。 

横浜を海の上から一望し、社会で学習した貨物船や工場の様子なども見ることができま

した。ベイブリッジをくぐって、子どもたちは大興奮でした。また、日本郵船氷川丸の見

学もしました。自分たちが乗った船とは違って、宿泊もできる客船ということで、読書室

があったり、談話室があったりと豪華なつくりに驚いていました。 

午後は、神奈川県警察本部の見学をしました。白バイに乗ったり制服を着たりと体験型

のブースや１１０番をするとつながる通信指令センター、道路の状況を確認している交通

管制センターなどさまざまな場所を回ることができました。 

初めて電車を利用して現地へ向かい 

ました。公共交通機関でのマナーなど 

も学ぶよい機会となりました。保護者 

の皆様にはご準備などいろいろとご協 

力をいただき、ありがとうございまし 

た。 


